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要旨：サイエンスコミュニケーションの展開で大きな役割が期待される科学博物館では、

コロナ禍での運営対応が求められ中でも様々な試みが行われている。世界的な動向

を鑑みながら「科学博物館の動向」を紹介する。  

Abstract: At the Science Museum, which is expected to play a major role in the 

development of science communication, various attempts are being made even 

though there is a demand for operational response in the event of a corona 

disaster. Introducing "Trends in Science Museums" in light of global trends. 

１ はじめに 

 日本におけるサイエンスコミュニケーションの展開は、表 1 に示されているように考え

られている。その実施場面として「科学博物館」の役割は大きなものがある。  

本協会の会員の属性としても 18%の方が「博物館」と答えている。  

 ここでは科学コミュニケーションの展開場面として、科学博物館での展開の現状と課題

について報告したい。  

種別 内容

トークイベント 講演会、討論会、ワークショップ、サイエンスカフェ、読み聞かせほか

学習 学校の授業、生涯学習、カルチャーセンター、ワークショップ式講習会ほか

展示・ショー
科学館展示（解説）、プラネタリウム、サイエンスショー、科学フェスティバル、
サイエンスアートほか

放送・報道メディア 科学ニュース・解説、科学番組の制作・放映ほか

出版メディア 科学雑誌、科学書ほか

体験 実験教室、工作教室、ワークショップ、科学ボランティアほか

参画
コンセンサス会議、テクノロジーアセスメント、リスクコミュニケーション、サイ
エンスショップほか

行政 パブリックコメント、広報活動ほか

企業活動 リスクコミュニケーション、社会貢献ほか

表 1 サイエンスコミュニケーションの展開する場面  
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２ 諸外国での始まり 

1986 年、英国で新型の人の脳症 (BSE 牛海綿状脳症 )が見つかり、 1996 年、英国政府は  

BSE は人にも感染することを発表した。そのことで、英国及や欧州で科学者や科学に対す

る不信が広がった。また米国の遺伝子組み換え食品が欧州市場に入ってきたことで、 BSE

や遺伝子組み換え食品・作物に対して、英国・欧州で大規模な反対運動が起き、新しい技

術が社会に受け入れ流ことの難しさを経験した。これを機に、欧州では科学技術に関する

コミュニケーションの考え方を「理解増進活動」から様々な立場の人々との双方向的な

「対話」や政策決定に参加する「社会的関与（ Engagement）」へ転換させた。現在欧州連

合 EU では、科学技術・イノベーション政策の基本計画  HORIZON2020 における「社会とと

もにある、社会のための科学」プログラムの推進テーマに「責任ある研究・イノベーショ

ン (Responsible Research and Innovation)」が位置づけられている。  

「 COMMUNICATING SCIENCE - A GLOBAL PERSPECTIVE -」（ EDITED BY TOSS GASCOIGNE, 

BERNARD SCHIELE, JOAN LEACH, MICHELLE RIEDLINGER WITH BRUCE V. LEWENSTEIN, LUISA 

MASSARANI, PETER BROKS,2020 年）において、サイエンスコミュニケーションに関する世

界 39 カ国における調査が行われ、科学コミュニケーターのトレーニング、科学センター

と博物館の設立、健康上の成果を高めるキャンペーンの開催、サイエンスフェスティバル

と公開イベント、科学のメディア報道、科学者のコミュニケーション方法のトレーニング

プログラム、対抗など、実際の問題に対処するために採用されたさまざまなアプローチが

記載されている。  

 

３ 日本における科学コミュニケーションの展開  

 上記「 COMMUNICATING SCIENCE - A GLOBAL PERSPECTIVE」において、日本からも「西洋

科学と日本文化」（渡辺政隆・工藤満）が報告されている。日本における近代科学技術は、

明治維新後でおおよそ 150 年の歴史を持つが、 SC は 2003 年以降に状況は劇的に変化し、

「サイエンスコミュニケーション」と「科学に関するインタラクティブな双方向コミュニ

ケーション」の新しい概念は、サイエンスコミュニケーションの実践者の間で広まり始め

た。・・・2005 年からの第 3 次科学技術基本計画は、サイエンスコミュニケーションの推

進を発表した（日本政府、2006 年。渡辺と今井、2005 年も参照）。それ以来、PUST を推進

するための日本政府の政策はある程度 PEST に移行しました。・・・ 2011 年末にかけて、

日本科学コミュニケーション学会（ JASC）が設立されました。  JASC の使命は、サイエン

スコミュニケーションの実践者のネットワークを構築し、サイエンスコミュニケーション

の概念と方法を全国のすべてのコミュニティに広め、共有することです。協会は約 200 名

の会員で始まり、その後約 400 名に増えました。会費だけで自給自足で運営されています。」

と紹介されている。結論として、「 2011 年 3 月 11 日の大地震と福島原発事故の結果、状

況は劇的に変化しました。日本政府は科学技術政策を変更する必要があり、国民は政府が

必ずしも信頼できるとは限らないことを認識しました。人々は自分自身に気をつけなけれ
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ばなりません。これは、サイエンスコミュニケーションの原則に反しているように思われ

ます。それにもかかわらず、地域社会レベルでは、人々は相互の思いやりを示し、彼らの

間で強固なつながりを確立しているので、そこに希望の光が見られます。サイエンスコミュ

ニケーションの更新バージョン、つまり「サイエンスコミュニケーション 2.0」をリリー

スする必要があります。このために、私たちは草の根のサイエンスコミュニケーションに

目を向ける必要があります。」とした。  

 

４ 日本の科学博物館における SC の展開  

日本の科学博物館におけるサイエンスコミュニケーションに関する実態調査としては、

「全国におけるサイエンスコミュニケーション活動実態調査―その現状と今後の方向―」

（日本サイエンスコミュニケーション協会，「一般財団法人  新技術振興渡辺記念会助成

事業」 2014 年 3 月）があり、「双方向性をもった教育普及活動をサイエンスコミュニ

ケーション活動として行っているか」の問いに対しては、 31.5%の科学館が実施している

と答えていた。（「いいえ」は 43.5%）その具体的な方策としては「質問時間をとる」

「研究者との対話の時間をとる」などの例が挙げられている。  

サイエンスコミュニケーションを行っていると回答した理由には，様々なものがあ

る。これらをその主旨に合わせて分類した結果をま

とめる。  

●サイエンスコミュニケーションの手法の効果  

 サイエンスコミュニケーションの実施は，双方向

性をもった手法の効果に着目したことが理由で行わ

れている回答が多く得られた。サイエンスコミュニ

ケーションが参加者の自発的な学びや主体的な関わ

りに繋がるという点や，双方向性をもつ手法が参加

者の理解につながりやすい点を評価したものである。

また，参加者だけでなく実施者にとって参加者のニー

ズ把握に役立つ点や，人材育成に繋がるという点を挙げる回答も見受けられた。  

●社会や生活とのつながりとして  

 双方向性を持ちつつ，日常生活や地域・社会の課題を扱っている点をサイエンスコミュ

ニケーションを行っている理由としているものも多かった。参加者の生活に依拠したもの

をテーマとして，双方向性をベースに活動を行っている事が現れており，科学を楽しむ・

理解する活動とはまた違った特徴をもつサイエンスコミュニケーションと捉えることがで

きる。  

●既存の活動が双方向性を持っているという理由  

 そもそもの既存の博物館での教育普及活動がコミュニケーションをベースに行われてい

るため，双方向性をもったやり方は不可欠であるということがサイエンスコミュニケー

図 1 SC を行っている館  
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ションを行っている理由であるとしている。これは，サイエンスコミュニケーションの一

つの要素である双方向性が，これまで行われてきた教育普及活動の基本的なスタンスとし

て現れているという認識を明らかにしている。また，館の事業や設置目的を体現するため

に重要な手法であるとの認識のもと，行われているケースもあった。  

この他，サイエンスコミュニケーションが今の時代の要請であるという回答や，必要

性を感じているからといった回答も見受けられる。  

◎サイエンスコミュニケーション活動を行っていないと回答した館からは，サイエンスコ

ミュニケーションの課題が浮き彫りになっている。  

●実施する体制がないこと  

 サイエンスコミュニケーションを実施出来ていないという回答をした館で一番多く見受

けられたのは，サイエンスコミュニケーションを担う職員の不足である。通常の展示業務

との並行で，サイエンスコミュニケーション活動を担うことの出来る人材やその数が足り

ないことで実施が出来ないという理由である。また，サイエンスコミュニケーション活動

に関する研修を行う機会が無いという回答も見受けられる。  

●サイエンスコミュニケーションを意識していないという点  

 これまでの活動で，カバー出来る範囲を超えているという回答や，サイエンスコミュニ

ケーションと位置付けを行わなくても双方向性をもった活動は実施をする事が出来ている

という回答があった。  

 

表 2 サイエンスコミュニケーターがいる館数：38 館（回答館の 18%） サイエンスコミュニケーターの総数：353 名 

表 2 地域別サイエンスコミュニケーターの有無・人数 

 
北 海 道  東 北  関 東  上 越 ・北 陸  中 部  東 海  近 畿  山 陰  四 国  九 州  沖 縄  

館

数  
6  3 2 %  2  1 1 %  8  1 6 %  3  1 3 %  2  1 5 %  6  2 4 %  3  13%  0  0%  2  13%  1  10%  6  24%  

人

数  
4 0  1 1 %  1 2  3 %  4 5  1 3 %  1 1 2  3 2 %  9  3 %  3 5  1 0 %  112  32%  0  0%  3  1%  4  1%  35  10%  

 

 

 また、 2021 年度の「全国科学博物館協議会」の研究発表会（ 2022 年 2 月 18 日実施）大

会テーマ：博物館の社会的役割を考える～変動する社会における博物館の運営と活動～）

における研究テーマは、【第 1 ブロック：ウィズコロナ下の博物館運営】 6 件、【第 2 ブ

ロック：博物館活動とＩ CT】 5 件、【第 3 ブロック：地域連携・市民活動への支援】 3

件、【第 4 ブロック：社会問題への取り組み・教育普及】 4 件であり、コロナ禍における

科学博物館の活動の実態を示すこととなり、これまでの活動の指針となっていた「直接体

験学習」（ハンズオン）が難しくなる中で、「交流的対話型探求学習」を求める姿勢が示

された。  

 

５ 福岡市科学館の先進的な試み 
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福岡市科学館はサイエンス＆クリエイティブをテーマとして 2017 年に開館し、日本で

５番目に大きな都市に教育委員会ではなく「こども未来局」によって設置された科学館で

ある。最初の１年間では約 150 万人の利用者があり、その利用目的は多種多様であると推

定している。基本展示室や企画展示室では「展示と教育活動」を行なっており、プラネラ

リュームの機能を持つ映像ホールや大きな多機能ホールとライブラリーや科学情報検索室

を持ち、乳幼児のための広場や中高生の学習スペースもある。その結果としての利用者数

であろうと推定している。これまでのような体験型科学博物館ではなく、図書や子供や高

齢者のための福祉施設、中高生の学習スペースといった様々な機能を持ち合わせている。

その事業は「人の視点」、「テーマの視点」、「未来の視点」の３つの視点から、科学に

デザイン思考を取り入れた「サイエンスコミュニケーション」を試みることで、従来の知

識伝達型から新たな課題発見・解決型の学習体験を実践しようと試みている。  

（１） サイエンスコミュニケーター養成講座  

主催者  ：主催：福岡市科学館  （協力：国立学博物館）  

開催日時： 2019 年 3 月 20 日（水）その２： 2019 年 3 月 21 日（祝）  

参加者：福岡市科学館運営サポーター（ 31 名）、科学館職員（ 6 名）  合計 37 名  

参加料：無料（「サイエンス・コミュニケーションのはじめかた」丸善出版を支給）  

 

（２） S&C 講座「虹をつくる」をテーマに、チームでミッションに挑戦しよう 

福岡市科学館では、S＆ C の学びのプログラムを追求する研究活動を行っている。そ

の一環として今回は「美しい虹をつくる」をテーマに、チームで考えて試行錯誤す

るミッション達成型プログラムを実施した。このプログラムでは水は撒かず、太陽

の光も使かわずにその場にあるモノだけを使って、チームで「虹づくり」に挑戦す

る。「考える時間を持つ」「プロトタイプをいち早く作る」というデザイン思考の観

点を取り入れたプログラムとした。  

https://www.fukuokacity-kagakukan.jp/activity/2021/10/1123.html 
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（３）グローバルヤングアカデミー 市民講座「創造する未来と科学の可能性」―さまざまな科学のつ

なぎ方を創造しよう― 

 主催：グローバルヤングアカデ

ミー  

日時： 2022 年 6 月 12 日（日）

13:30-17:00 

 場所：福岡市科学館サイエンス

ホール  

 定員： 30 名   

 方法：６名１チーム×５チームの

グループワーク講座  

 内容：宇宙、環境、生命、生活、

人の５つのアプローチから考える  

https://www.fukuokacity-kagakukan.jp/news/2022/05/612-1.html 

 

（４）「ジュニア科学者養成講座」－ダーウィンコース初級編（生命科学・人間科学・環境科学）第 2

期－【2022 年 5 月 29 日開講】 

この講座は、九州大学の科学の専門家（九州大学教員と大学院生）、デザインの

専門家（九州大学芸術工学院の教員と大学院生）、コミュニケーションの専門家 (科

学館のサイエンスコミュニケーター ) が共に考え開発した講座を実施する。また、

九州大学教員によって設立された一般社団法人九州オープンユニバーシティの研究

者・スタッフの協力を得て開発、実施している。  

https://www.fukuokacity-kagakukan.jp/activity/2022/04/Darwin202205.html 

 

図 2 ワークショップのロードマップ  

事前の
課題学習

問いの投げかけ
各班での

課題の共有

中間発表会
「子どもたちに贈
る未来の創造」提

案
最終発表会

自己理解
アンケート等での
評価・振り返り
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